
　

冷
泉
家
は
、平
安
時
代
後
期
か

ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
活
躍
し
た

歌
人
、藤ふ

じ
わ
ら
の
し
ゅ
ん
ぜ
い

原
俊
成
・
定て

い

家か

・
為た

め
い
え家

の

流
れ
を
く
む「
和
歌
の
家
」で
す
。

鎌
倉
時
代
中
期
に
為
家
の
四
男
・

為た
め
す
け相
を
初
代
と
し
、約
８
０
０
年

に
わ
た
り「
冷
泉
流
歌
道
」を
守
り

伝
え
て
き
ま
し
た
。

　

伝
来
す
る
膨
大
な
典
籍（
書
物
）

を
基
盤
に
、和
歌
を
詠
む
だ
け
で

な
く
、和
歌
を
節
に
の
せ
て
詠
み

上
げ
る「
披
講
」や
歌
会（
和
歌
を

詠
み
発
表
す
る
会
）の
作
法
な
ど
、

古
く
か
ら
伝
わ
る
伝
統
を
今
に
伝

え
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
、岩
出
山
地
域
を
治

め
た
岩
出
山
伊
達
家
は
、伊
達
政

宗
の
四
男
・
宗む

ね
や
す泰

を
祖
と
し
ま
す
。

　

岩
出
山
伊
達
家
三
代
・
宗む

ね
ち
か親

に

は
冷
泉
家
十
二
代
・
為た

め
き
よ清

の
娘
・

於お
つ
ま妻
姫
が
、岩
出
山
伊
達
家
四
代
・

村む
ら
や
す泰
に
は
冷
泉
家
十
三
代
・
為た

め
つ
な綱

の
娘
・
伊い

よ世
姫
が
輿こ

し

入
れ（
嫁
入

り
）し
ま
し
た
。こ
れ
を
機
に
京
都

の
文
化
が
岩
出
山
地
域
に
も
た
ら

さ
れ
、冷
泉
家
と
の
交
流
が
深
ま

る
中
で
、岩
出
山
伊
達
家
で
は
公

家
文
化
を
代
表
す
る「
冷
泉
流
歌

道
」が
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

そ
の
背
景
に
は
、和
歌
や
連
歌
、

能
、茶
の
湯
な
ど
を
愛
好
し
た
伊

達
政
宗
か
ら
受
け
継
が
れ
た
、伊

達
家
の
文
化
を
重
ん
じ
る
伝
統
が

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
歴
史
的
つ
な
が
り
が
、１

市
６
町
が
合
併
し
大
崎
市
と
な
っ

た
現
在
も
、冷
泉
家
と
の
交
流
へ

と
受
け
継
が
れ
、今
回
の
和
歌
披

講
の
開
催
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。

　

和
歌
の
家「
冷
泉
家
」

　

冷
泉
家
と
大
崎
市
の

　
　
　
　
　
　

つ
な
が
り

期間　9月29日㈫～12月27日㈰
場所　図書館（来楽里ホール）
　　　郷土展示コーナー
問 文化財課保護担当　☎23-2214

期間　9月16日㈬～11月15日㈰
　　　9時～17時（最終入館16時30分まで）
場所　旧有備館および庭園
料金　一般400円、高校生300円、小・中学生200円
問 旧有備館および庭園　☎72-1344

　冷泉家の家族や親戚から岩出山伊達家に宛てて送
られた手紙を中心に、武家文書とは異なる公家文書
の内容や書風の趣を紹介します。

　冷泉家から岩出山伊達家に贈られた貴重な典籍や巻物
を通して、長く続いた両家の交流を紹介します。

　岩出山地域と縁の深いみやびな調べを堪能してください。
日時　10月10日㈯　開場：正午　開会：13時
■プログラム
時間 内容
13:00～ 祝いの舞「鶏

とりまい

舞」（上野目神楽鶏舞伝承クラブ）

13:20～ 講演「冷泉家の歴史と文化」（講師:冷泉家第25代当主 冷泉 為
ためひと

人 氏）

14:20～ 冷泉家 和歌披講（冷泉家時雨亭文庫）

15:00 閉会

　和歌披講とは、あらかじめ出題された兼題に
ついて詠まれた和歌を朗詠することです。
　主に4つの役割に分かれて進行します。「読

どく

師
じ

」は、披講の座を指揮し、歌うべき和歌を提示
する最も重要な役で、実際に声を出して歌うこ
とはありませんが、歌道について深い知識と理
解を備えた人が務めます。「講

こう

師
じ

」は、読師が示
した歌を読み上げ披露します。「発声」は合唱を
先導する役で、その音の高低によって全体の調
子が決まります。「講

こう

頌
しょう

」は、和歌を合唱する人
たちを指します。
　また、披講の曲には「甲」と「乙」の二種類があ
ります。乙の曲のみ音の高低が付き、「乙」「乙の
甲」「乙の乙」の三つに分けられます。冷泉流は、
音が複雑に上下する古風な節回しが特徴です。

和歌披講とは

大崎市誕生20周年記念事業「冷泉家 和歌披講」

有備館企画展
「京都冷泉家と岩出山伊達家の縁

えにし

」
図書館ミニ展示

「京都からの手紙」

祝いの舞「鶏舞」
　和歌披講に先立ち、場を清め、催しの成
功を願う祝いの舞として、上野目神楽鶏
舞伝承クラブが「鶏舞」を披露します。
　上野目神楽鶏舞は、昭和59年に旧上野
目小学校のふるさと教育で取り入れられ
たことをきっかけに始まりました。閉校
後は、卒業生有志や、神楽関係者が地域の
伝統芸能として受け継いでいます。

場所　岩出山文化会館（スコーレハウス）大ホール
定員　450人（応募多数の場合は抽選）
申込　9月10日㈭まで市公式LINE、または往復はがきの「往信用裏
面」に「和歌披講観覧希望」・観覧希望者の氏名（往復はがき1枚に付
き2人まで受け付け）・代表者の住
所・電話番号を明記し、「返信用表
面」に郵便番号・住所・氏名を明記
して文化財課（989-6188 古川七
日町1-1）に郵送（必着）で申し込み

▲大切な典籍類を収めている冷泉家の御文庫（右）
　と御新文庫（左）

大崎市誕生20周年記念事業「冷
れ い

泉
ぜ い

家
け

和
わ

歌
か

披
ひ

講
こ う

」
－和歌でつながる冷泉家と大崎市－ 問 問 文化財課保護担当文化財課保護担当

  　☎23-2214  　☎23-2214

　

大
崎
市
誕
生
20
周
年
を

記
念
し
、冷
泉
家
時し

ぐ
れ雨

亭て
い

文ぶ
ん

庫こ

に
よ
る「
和
歌
披
講
」

を
開
催
し
ま
す
。今
回
の

開
催
は
、江
戸
時
代
に
始

ま
っ
た
京
都
の
冷
泉
家
と

岩
出
山
伊
達
家
の
つ
な
が

り
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

　

大
崎
市
と
冷
泉
家
の
歴

史
や
、和
歌
披
講
の
魅
力

を
紹
介
し
ま
す
。

▲上野目神楽鶏舞伝承クラブによる「鶏舞」

▲市ウェブサイト▲市公式LINE

▲冷泉家和歌披講（平成28年）
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